
　

子
ど
も
に
心
配
さ
れ
て
、
免
許

返
納
を
し
た
お
年
寄
り
が
、
こ
の

団
地
に
多
く
い
ま
す
。
食
料
の
購

入
や
病
院
に
行
け
れ
ば
、
生
活
に

は
困
ら
な
い
よ
う
に
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
車
を
持
た
な
い
こ
と
が
、

そ
の
方
々
の
生
き
が
い
を
奪
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

団
地
に
住
む
お
年
寄
り
の
方

は
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
誰
と
も
話
す

こ
と
も
な
い
生
活
を
し
て
い
ま

す
。
時
々
、
同
じ

境
遇
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
、
リ
ュ
ッ
ク
を

背
負
っ
て
、
時

間
を
合
わ
せ
「
ぐ

る
っ
と
松
本
」
に

乗
っ
て
買
い
物
に

行
っ
た
り
、
病
院

に
行
っ
た
り
し
て

「
の
る
ー
と
松
本
」

に
乗
っ
て
帰
っ
て

来
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
友
達
と
話

し
を
楽
し
む
こ
と

で
元
気
に
な
れ
る

と
話
さ
れ
て
い
ま

「
の
る
ー
と
松
本
」
に
乗
ろ
う
！

「
の
る
ー
と
松
本
」
に
乗
ろ
う
！

し
た
。
特
に
、
冬
は
外
に
も
出
ら

れ
な
い
の
で
大
変
う
れ
し
い
よ
う

で
す
。
も
し
、
こ
れ
が
廃
止
さ
れ

れ
ば
、
外
に
出
ら
れ
な
い
生
活
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
不
安
が

大
き
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
行
く
お
店
も
限
ら
れ

て
い
ま
す
が
、「
の
る
ー
と
松
本
」

で
は
、
コ
モ
庄
内
の
方
ま
で
行
け

る
よ
う
に
な
る
と
、
楽
し
さ
も
増

す
と
話
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

【
竹
原
町
町
会
民
生
委
員　
金
井
環
】

寿
公
民
館
運
営
委
員

委
員
長　
　

宮
沢　

茂

   （
町
会
連
合
会
会
長
・
下
瀬
黒
町
会
長
）

副
委
員
長　
長
峰　

義
岳

　

 （
町
内
公
民
館
長
会
会
長
・
白
川
公
民
館
長
）         

会    

　   

計　
朝
比
奈　

忠
男

   （
町
会
連
合
会
会
計
・
豊
町
町
会
長
）

委    

　
員

　

伊
藤　

正
敬
（
赤
木
町
会
長
）

　

田
中　

光
雄
（
小
池
町
会
長
）　

　

伊
藤　

浩
一
（
百
瀬
町
会
長
）

　

百
瀬　

広
明
（
白
川
町
会
長
）

　

平
林　

政
幸
（
白
姫
町
会
長
）　

　

小
澤　

隆
一
（
上
瀬
黒
町
会
長
）

　

南
澤　

敦
子
（
竹
渕
町
会
長
）

　

宮
澤　

康
弘　
（
寿
田
町
町
会
長
）

　

縣　
　

房
弘
（
竹
原
町
町
会
長
）

　

北
林　

育
明
（
寿
田
川
町
会
長
）　

　

青
木　

義
和
（
赤
木
公
民
館
長
）　

　

林　
　

利
雄
（
小
池
公
民
館
長
）

　

平
澤　

芳
信
（
百
瀬
公
民
館
長
）　

　

古
畑　

準
一
（
白
姫
公
民
館
長
）

　

多
田　

金
穂
（
上
瀬
黒
公
民
館
長
）

　

塩
原　

秀
治
（
下
瀬
黒
公
民
館
長
）　

　

武
井　
　

忍　
（
竹
渕
公
民
館
長
）

　

根
本　

富
雄
（
豊
町
公
民
館
長
）

　

伊
勢　

文
雄
（
寿
田
町
公
民
館
長
）

　

宮
下　
　

貢
　

（
竹
原
町
公
民
館
長
）　

　

柴
田　
　

充
　

（
寿
田
川
公
民
館
長
）　

　

濵　
　

俊
博
（
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
）

　

 

大
池　

育
江
（
主
任
児
童
委
員
）　

　

竹
渕　

那
美
（
主
任
児
童
委
員
）

　

青
木　

敏
和
（
館
報
編
集
委
員
長
）

　

林　
　
　

啓　
（
体
育
委
員
長
）

　

藤
池
恵
美
子
（
図
書
委
員
長
）

　

室
賀　
　

正　（
視
聴
覚
委
員
長
）　

　

中
山　

自
子
（
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
会
長
）

　

桑
原　

大
祐
（
寿
ス
ポ
ー
ツ
協
会
理
事
長
）

　

町
田　

英
明
（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　

坂
口　

杏
奈
（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　

青
木　

晴
章
（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　

近
藤
め
ぐ
み
（
並
柳
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長
）

　

小
口　

雅
恵
（
開
成
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長
）

　

山
下　

治
夫
（
寿
子
ど
も
会
育
成
会
会
長
）

　

朝
比
奈
忠
男
（
交
通
安
全
協
会
寿
支
部
長
）

　

原　
　

和
章
（
消
防
一
六
分
団
長
）

　

入　
　

和
希
（
村
井
・
寿
交
番
所
長
）

　

羽
田
野
千
帆

　
　
（
寿
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
）

 　
福
嶌　

浩
明

　
　
（
寿
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
補
佐
）

　
館
報
編
集
委
員

　

板
野　

寛
明
（
赤
木
町
会
）　

　

青
木　

敏
和
（
小
池
町
会
）

　

宮
腰　

富
夫
（
百
瀬
町
会
）

　

小
澤　

信
貴
（
白
川
町
会
）

　

須
山　

寿
雄
（
白
姫
町
会
）

　

百
瀬　

弘
規
（
上
瀬
黒
町
会
）

　

杉
浦　

澄
枝
（
下
瀬
黒
町
会
）

　

滝
沢　
　

新　
（
竹
渕
町
会
）

　

八
木
沼
康
子
（
豊
町
町
会
）

　

関　
　
尚
子　
（
寿
田
町
町
会
）

　

高
田　

江
美
（
竹
原
町
町
会
）

　

山
口　

雄
二
（
寿
田
川
町
会
）　

　
寿
公
民
館

　

公
民
館
長　
　
　

久
保
田
文
章　

　

公
民
館
主
事　
　

丸
山　

稜
雅

　

生
活
支
援
員　
　

古
條　
　

愛

　

公
民
館
併
任　
　

樋
口　

真
奈

　
　

　
　
　
　

　
　

 　

令
和
６
年
度
寿
公
民
館
関
係
役
員
・
職
員
紹
介

令
和
６
年
度
寿
公
民
館
関
係
役
員
・
職
員
紹
介
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世帯数

人　口

6,213戸

13,667人

（令和6. 5. 1現在）



　

竹
原
町
町
会
は
、
市
営
住
宅
の

み
の
町
会
で
す
。

　

世
間
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
少

子
高
齢
化
が
ぴ
っ
た
り
と
あ
て
は

ま
る
町
会
な
の
で
す
。
小
学
生
は

10
人
も
い
な
い
の
で
す
。
そ
の
反

面
、
高
齢
者
の
割
合
が
多
く
、
一

人
暮
ら
し
が
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　

離
れ
て
暮
ら
す
家
族
か
ら
、
車

の
運
転
を
心
配
さ
れ
、
免
許
返
納

を
勧
め
ら
れ
、
車
の
無
い
生
活
を

送
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
世
帯

や
、
持
病
と
付
き
合
っ
て
い
る
世

帯
な
ど
、
不
安
を
抱
え
て
い
る
方

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寿
地
区
で
試
験
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
「
の
る
ー
と
松
本
」
を
利

用
し
て
、
買
い
物
や
病
院
に
行
き

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
っ
て
ス
ー
パ
ー
に
行
け
る

よ
う
に
な
り
、
安
心
で
き
、
喜
ん

　

今
年
度
も
地
区
住
民
の
皆
さ
ん

が
主
体
と
な
っ
て
様
々
な
行
事
や

事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

区
の
行
事
の
主
役
は
、
そ
こ
に
住

む
地
域
の
皆
さ
ん
で
す
。
寿
公
民

館
を
は
じ
め
と
し
た
各
団
体
も
協

力
し
ま
す
の
で
、
一
致
団
結
し
て

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

各
行
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は

「
こ
と
ぶ
き
公
民
館
だ
よ
り
」
等

に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

●
6
月
30
日
㈰
第
77
回
球
技
大
会

●
9
月
1
日
㈰
第
17
回
子
連
れ

　

コ
ン
サ
ー
ト

●
9
月
18
日
㈬
第
13
回
福
祉
の

　

文
化
祭

●
10
月
8
日
㈫
ふ
れ
あ
い
会
食
会

●
10
月
13
日
㈰
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

　

テ
ィ
バ
ル
（
旧
住
民
運
動
会
）

●
10
月
26
日
㈯
第
36
回
史
跡

　

め
ぐ
り

●
10
月
27
日
㈰
防
災
訓
練
・

　

避
難
所
開
設
訓
練

　
（
寿
小
学
校
体
育
館
）

●
11
月
3
日
㈰
第
47
回
文
化
祭

●
1
月
6
日
㈪
新
年
祝
賀
会

●
3
月
5
日
㈬
地
域
づ
く
り
を

　

語
る
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

で
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

車
に
頼
っ
た
生
活
か
ら
の
切
り

替
え
は
、
非
常
に
不
安
で
仕
方
な

い
と
思
い
ま
す
。「
の
る
ー
と
松

本
」
を
必
要
と
す
る
人
が
増
え
て

い
き
、
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん

で
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
毎
月

一
回
、
朝
清
掃
・
草
刈
り
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
に
顔
を
合

わ
せ
て
安
否
確
認
を
し
て
い
る
よ

う
な
感
じ
で
す
。
草
の
勢
い
が
あ

る
時
に
は
大
変
な
作
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

町
会
で
の
環
境
整
備
は
、
必
要

な
こ
と
で
あ
り
、
協
力
し
合
う
こ

と
は
大
事
な
こ
と
で
す
よ
ね
。

　

子
ど
も
の
人
数
も
少
な
い
た

め
、
行
事
を
す
る
こ
と
も
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
一
人

暮
ら
し
で
も
不
便
な
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
日
中
、

誰
と
も
会
話
を
し
な
か
っ
た
り
、

交
流
の
場
も
無
か
っ
た
り
す
る
の

が
現
状
で
す
。

　

自
分
た
ち
の
生
活
の
場
で
も
あ

る
町
会
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
、

い
つ
災
害
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
の
で
、
お
互
い
に
助
け
合
い
な

が
ら
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

と
「
い
い
な
」
と
思
い
ま
す
。

　
【
館
報
編
集
委
員　

高
田
江
美
】

わ
が
ま
ち 

ど
う
な
の
？〈
竹
原
町
町
会
〉

① 

中
山
地
区

② 

皆
さ
ん
と
一
緒
に

　

楽
し
み
な
が
ら
取
り

　

組
ん
で
い
き
た
い

　

で
す
。

③ 

ピ
ア
ノ
、

    

ウ
ク
レ
レ
♪

①  

学
校
現
場

②  

少
し
で
も
早
く
仕

　

事
を
覚
え
、
地
域

　

の
皆
様
の
た
め
に

　

お
役
に
立
て
る
よ

　

う
に
な
り
た
い
と

　

思
い
ま
す
。

③ 

菜
園
つ
く
り
、

　

芝
刈
り
な
ど
多
趣
味

① 

中
央
公
民
館

② 

早
く
お
仕
事
を
覚
え

　

ら
れ
る
よ
う
頑
張
り

　

ま
す
。

③  

食
べ
る
こ
と

令
和
６
年
度
寿
地
区

主
要
事
業
日
程

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

新
職
員
あ
い
さ
つ

新
職
員
あ
い
さ
つ

①
ど
こ
か
ら
異
動
し
て
き
た
か

②
今
後
の
意
気
込
み

③
趣
味

①
ど
こ
か
ら
異
動
し
て
き
た
か

②
今
後
の
意
気
込
み

③
趣
味

寿
地
区
担
当
保
健
師

秋
元　

あ
ゆ
美

寿
公
民
館
長

久
保
田　

文
章

寿
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

森
田　

耀
子

　
　
　
　
　
　
　
【
寿
公
民
館
】
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